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1. は じ め に

本所千葉実験所に設置された地震応答実験棟 (図1)

は,電気油圧サーボ方式の載荷装置 (アクチュエータ)5

基を備えている.本装置は,各種構造の骨組模型,機器

模型などの耐震性能を含めた力学的特性を把握するため

の各種載荷実験に用いることを目的としている.

またアクチュエータ自体だけでは載荷実験は行えない

ことは明白で,供試体を固定したり,供試体に加える荷

重の反力を支持する設備が必要となる.地震応答実験棟

には,アクチュエータが与える荷重を支持し,各種載荷

形式を実現するために,L字形反力壁･試験床および載荷

用鉄骨フレームが用意されている.

ここでは,以上のような動的破壊試験を行うための設

備の概要を説明するとともに,地震応答実験棟で行われ

る実験手法のうち最も特徴的なものとして,電算機一試験

機オンラインシステムによる地震応答シミュレーション

について紹介する.

2.電気油圧サーボ式アクチュエータ

電気油圧サーボ式アクチュエータは,別名サーボバル

サとも呼ばれ,駆動用油圧源から供給される油圧をサー

ボパルプによって制御してピストンを駆動し,ある試験

条件に従って各種供試体に載荷を行う装置である.本装

置は,供試体に接続されて実際の載荷を行う加力装置部

分と,サーボバルブに電気信号を与える制御装置部分か

ら構成される.制御量としては,荷重またはピストンの

ストロークを選択できる.制御プロセスとしては,

(1) 制御装置に指令信号が入力されると,まず,加
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図1 地震応答実験棟の形状･寸法








